
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし③ こたえ 名前

天体の計算 ステップ3 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「天体の計算」

1 月の形と南中する時こく 基本

月は、南中の6時間前に東からのぼり、南中の6時間後に西へしずみます。月の形と、月が南中する時こ

くは、次の表のようになっています。

月の形 新月 上げんの月 満月 下げんの月

南中する時こく 12時ごろ 18時ごろ 0時ごろ 6時ごろ

(1) 上げんの月が南中するのは 18  時ごろです。しずむのは、その6時間後の 0  時ごろで

す。

(2) 満月は、何時ごろに東からのぼりますか。

ヒント のぼるのは、南中の6時間前です。0時より前なので、前の日の時こくになります。

満月の南中は0時　0時の6時間前は18時　答え 18 時

(3) 下げんの月は、何時ごろにしずみますか。

下げんの月の南中は6時　6 + 6 = 12　答え 12 時

2 日がたつと、月の南中時こくは? 標準

月が南中する時こくは、1日に約50分ずつおそくなります。

(4) 上げんの月(18時に南中)の7日後は、50 × 7 ＝ 350  分、つまり 5  時間 50  分お

そくなります。

(5) 18時 ＋ 5時間50分 ＝ 23  時 50  分です。これは、表の 満月  の南中時こく(0時

ごろ)にほぼ等しくなっています。
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